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序　　文

　2010 年度における科学委員会の活動をまとめると，以下のようになる．

１．種目別サポート活動など

　競技会を対象としたバイオメカニクス研究活動を IAAF グランプリ、日本選

手権などにおいて行い、強化コーチや選手にデータをフィードバックした。ま

た、国立スポーツ科学センターや味の素ナショナルトレーニングセンターにお

いて体力や技術の測定を行った。

２．ジュニア選手に関する活動

　ジュニア選手を対象とした活動としては、沖縄インターハイにおいて昨年と

同様に VTR 撮影、タイム分析、障害、栄養及び食事アンケート調査などを行った。

またジュニア研修合宿において選手を対象とした計測などを行った。

３．広州アジア大会に関する活動

　広州アジア大会には、委員会委員を派遣し、国立スポーツ科学センター研究

員とともに、日本選手の VTR 撮影を行い、データをフィードバックした。

４．2011 大邱世界陸上選手権大会開催地における暑熱環境調査

　大邱における実際のレース時刻を想定し，日照の影響を中心に暑熱環境の調

査を実施した（詳細は、本報告書を参照）。

５．標準動作の作成

　これまでの活動から得られた一流選手の動作データから一流選手の標準動作

モデルの作成を試みた（その一部を本報告書に掲載した）。

　強化委員会強化コーチと科学委員会代表の会合を積極的に開催して話し合

い、より強固な協力体制が確立されつつある。これは、本委員会の成果がコー

チングの現場で有用であると認められたことを示すが、尾縣専務理事、澤木前

専務理事、髙野強化委員長をはじめとする関係者の「競技力向上には科学を活

用することが不可欠である」という確固たる意志と方針がなくては不可能なこ

とであった。

　最後になったが、科学委員会の活動に多大なご協力をいただいた関係各位に

深く感謝申し上げる次第です。

科学委員会委員長
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